
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立岩槻中学校 ）     学校番号 ２４９                            【様式】 

目 指 す 学 校 像 
（１）生徒が学ぶ楽しさ、わかる喜びを味わえる学校 
（２）教職員がやりがいと誇りを持てる学校 
（３）保護者・地域から信頼される学校 

     
 

 

          

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた教科横断的な学習指導の実現 
２ 生徒理解に基づく教育相談・生徒指導と心の教育の充実（多様性の尊重） 
３ 学校・家庭・地域と連携・協働する「地域とともにある学校づくり」の実現 
４ 学び続け、組織として行動する教職員の育成 

※重点目標は４つ以上の設定も可。重点目標に対応した評価項目は複数設定可。 

※番号欄は重点目標の番号と対応させる。評価項目に対応した「具体的方策、 

方策の評価指標」を設定。 

 

  

 

 

 
     

           学 校 自 己 評 価  学校運営協議会による評価 

年 度 目 標 年 度 評 価  実施日令和７年２月２０日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校運営協議会からの意見・要望・評価等 

1 

＜現状＞ 
・全国学力・学習状況調査の全国平均正答率との
差は、国語では-1.8 ポイント、数学では-4 ポ
イントであるが、年々その差は縮まっている。 

・全国学力・学習状況調査の平均無回答率が、市
や全国と比べ高い。 

・全国学力・学習状況調査の生徒質問紙で「書く
問題で解答しなかったり、解答を書くことを途
中であきらめたりしたものがあった」と回答し
た生徒の割合が全国と比べ、国語・数学共に約
8 ポイント高い。 

・授業態度に落ち着きがあり、与えられた課題に 
対して真面目によく取り組んでいる。 

＜課題＞・「学校以外での学習時間」は、１時間
以上と回答する生徒の割合が、県に比べ、12 ポイ
ント以上少ない。家庭学習の取組が課題となる。 

・「授業で学んだことを、他の学習で生かしてい
る」「話し合う活動を通して、自分の考えを深
めたり広げたりする」「学習した内容につい
て、分かった点や、よく分からなかった点を見
直し、次の学習につなげているか」について、
全国学力・学習状況調査質問紙の結果から県や
全国に比べ、やや下回ることから、定着を図る
ことが課題である。 

・主体的に学ぶ
生徒の育成 

・話し合う活動
を通して、考
えを深める生
徒の育成 

・教科横断的な
学習指導の実
現 

・「個別最適な
学び」の実現 

・諦めず最後ま
で 「 書 く こ
と」のできる
生徒の育成 

・全教諭が「学びの指標 主体的な学 

び」を踏まえた授業を実施する。 

・また、「探究的な学び」を踏まえた授 

業を実施する。 

・「基礎的な授業スキル」について、教 

科・学年を越え相互に参観することで 

学習の質的向上を図る。 

・チャレンジスクール主催のテスト前の

学習の参加を呼び掛ける。 

・授業や定期テストに書く課題を意図的 

に取り入れる。 

 

・「学びの指標」における結果が、１回 

目より 2 回目が向上している。 

・教員同士の相互の授業参観が年 2 回 

以上実施できたか。 

・調査結果の分析や学力向上カウンセリ 

ングを踏まえ、授業改善の視点、手立 

てを教科ごとに設定することができた 

か。 

・学校評価生徒アンケートで「主体的な 

学習」について肯定的回答が７５％以 

上か。 

 

・「学びの指標」１回目より２回目が向上 

【主体的な学び】６２．５％【探究的な学び】８７． 

５％【基礎的な授業スキル】７０．８％となり向 

上が見られ良好である 

・教員相互の授業参観は、教科間を中心に実施で 

き、課題を見つめるよい研修の機会となった。 

・教科会を定期的に実施する時間を確保したこと 

で、個別最適な学びや教科横断的な学習指導に 

ついての授業改善の手立てを設定でき、授業に 

活かすことができた。 

・生徒の「主体的な学習」について肯定的回答が 

７７％となり、生徒の学び方も変化が現れ取組 

が定着し始め良好である。 

Ｂ 

・教員同士の授業参観を各学期１度は

計画に入れ、学びの指標結果等を元

に毎回テーマを明確にし、主体的に

学ぶ生徒を育成していきたい。 

・学力向上カウンセリング研修を活用

し、教師の指導力向上を図っていき

たい。 

 

・「学びの指標」の数値が１

回目より２回目が向上し、

どの項目についても市の平

均を超えていることは生徒

の学習に対する意識は高い

と感じる。生徒の学習意欲

や理解が進むような授業を

今後も継続してほしい。 

・テストの空欄が多いことに

ついては、少なくなるため

の取り組みを検討していく

事が必要である。 

・家庭学習について、４割の

生徒が十分に取り組めてい

ないと考えると、課題の出

し方を工夫する、取り組み

やすい課題を設定するなど

改善することが大切であ

る。 
 

・デジタル化さ

れた教育環境

の活用 

・計画的な家庭

学習 

 

・スタディサプリ、ドリルパークを活用し、

自分の目標に応じた学習を支えることで生

徒の基礎学力の向上を図る。 

・市教委による学力向上カウンセリングを活

用し、効果的な家庭学習を定着させる。 

・三者面談、保護者会、学校だより等を 

通じて、学びの自律化や家庭学習につ 

いて周知する。 

・学校評価生徒アンケート「家庭学習の

取組」について、肯定的回答が 70％

以上か。 

・学校評価保護者アンケート「家庭学習

の取組」について、肯定的回答が

70%以上か。 

 

・リクルートからの結果からもＩＣＴの活用

頻度は市の平均を上回り概ね良好である。 
・家庭学習に係る学校評価の結果は、生徒６

２％、保護者６３％となり家庭学習の取組
は横ばいである。 

・各たよりは、ねらいをもって発行すること
ができ、地域からも好評価を得ている。ま

た、年二度の三者面談を活用しながら個に
寄り添った助言を行うことができた。 

Ｂ 

・現在取組中の家庭学習について引き

続き取り組んでいく。 

・ＩＣＴを活用している先進的な学校

への視察も視野に入れていきたい。 
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＜現状＞ 
・全国学力・学習状況調査において、肯定的な回
答が、全国、県平均を上回った質問項目は、 

◎自分には、よいところがあると思いますか。 
◎先生は、あなたのよいところを認めてくれてい
ると思いますか。 

◎人が困っている時、進んで助けていますか。 
◎困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる
大人にいつでも相談できますか。 

◎友人関係に満足している。という結果から、自
己肯定感や相談できる大人がいると感じている
生徒の割合が高い。 

〈課題〉 
・全国学力・学習状況調査において、肯定的な回
答が、全国平均とほぼ同じであるが、県平均よ
りやや下回った質問項目 

△将来の夢や希望をもっていますか。 
△学校に行くのは楽しいと思いますか。という結
果から、継続的なキャリア教育や進路指導等の
充実を図っていく。 

・引き続き、施設設備の安全点検と危険を予測し
た行動がとれる生徒を育成していく。 

・生徒一人ひと

りへの細やか

な教育相談に

向けた校内体

制の構築。 
 

・「おはようメーター」「心と生活のア 

ンケート」等も活用し、生徒一人ひと 

りの状況を継続的に把握し、学校全体 

で支援の充実を図る。 

 

・学校評価生徒アンケート「生徒理解・ 
教育相談・生徒指導」に係る項目にお 
いて、肯定的な回答の割合が９０%以 
上か。 

・学校評価保護者アンケート、「生徒理 
解・教育相談・生徒指導」に係る項目 
において肯定的な回答の割合が 80% 
以上か。 

・学校評価「生徒理解・教育相談・生徒指 

 導」については、生徒：９０％ 保護者７ 
 ３％で昨年とほぼ同じとなった。 

・おはようメーターや心と生活アンケートを 
 活用し共通理解を図り丁寧な支援に努め 

 ることができた。 
  

Ａ 

・引き続き、おはようメーター及び心

と生活アンケートを活用し、よりき

め細やかで生徒の些細な変化を見逃

さない指導に努めていきたい。 

 

・生徒の学校評価アンケート「生徒理 

解・教育相談・生徒指導」に関する 

項目で９割を超える肯定的な回答が 

得られているのは、充実した学校生 

活に繋がっていると感じる。ただ、 

保護者の学校評価については、７割 

にとどまっている。生徒は、先生方 

の寄り添った対応に満足している 

が、その取り組みや活動が保護者に 

十分伝わっていないために生徒と保 

護者で数値の差があるのではないか 

と感じる。保護者へどのように伝え 

ていくか検討していく必要がある。 

また、学校だけで抱えることなく、 

各機関との連携をすることも大切で 

ある。 

・「人間関係プログラム」や「命の支

え合いを学ぶ授業」などプログラム

に対する手立てがしっかりとしてい

るので、生徒のいじめは許さない意

識や保護者からみて、学校は教育に

相応しい環境になっていると感じら

れ、高い評価になっている。 

・自己肯定感や

自己有用感を

更に高め、継

続的なキャリ

ア教育や進路

指導への取組 

・安心安全な生

活の実現に主

体的に取り組

む生徒の育成 

  

・「人間関係プログラム」で学んだこと 

を日常の場面で意図的に取り入れ、学 

級で発言しやすい環境をつくるととも 

に、クラスの一員としての役割をも

ち、活躍の場を設定する。 

・「『命の支え合い』を学ぶ授業」を通 

して、相談しやすい環境をつくる。 

・いじめ撲滅に向けた取り組みや、登下 

校時の安全指導及びあいさつ運動を生 

徒会や委員会を中心として行う。 

・毎月の安全点検を確実に実施し、破損

個所等の修繕を早急に行う。 

・生徒会を主体としたいじめ撲滅に向け
た取組を実施したか。 

・学校評価保護者アンケート「学校は、
教育にふさわしい環境になっている」
について、肯定的回答が 90％以上
か。 

・交通安全に対する意識が向上した」の
肯定的回答が 80%以上あるか。 

・全国学力・学習状況調査の生徒質問紙
において、肯定的な回答が、県平均並
みになったか。 

「将来の夢や希望をもっていますか」 
「学校に行くのは楽しいと思いますか」 

・学校評価アンケートは、肯定的回答は８
９％と９８％となり高い評価となった。 

・「将来の夢や希望をもっていますか」 
 「学校に行くのは楽しいと思いますか」に
ついても県平均を７ポイントと５ポイント
上回る結果となり、生徒を中心とした話し
合い活動や生徒会活動の充実を図ってきた
成果が表れた。 

・破損箇所の早期修繕及び安全指導等計画通
り実施することができた。 

Ａ 

・生徒会活動を中心とした岩槻中学校
三大祭を柱に、生徒主体的な取組を
更に深めていきたい。 

・人権意識や安全に対する意識を更に
向上させる指導に努めていきたい。 
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・学校運営協議会を小学校と合同開催とし、連携

した教育活動が行われている。 

・地域の教育資源を生かした教育活動を行ってい

る。 

＜課題＞ 

・コロナが５類になったことで、地域の教育資源

を本校の教育活動に更に生かしていく。 

・目指す生徒像 

を地域全体で 

 共有するため 

のＩＣＴ活用 
 

・学校だより、学年だよりを通して、子
どもの活躍や教育活動の成果を発信す
る。 

・本校 HP の充実 

・学校評価保護者アンケートで「学校

は、地域に開かれた学校づくりに努め

ている」の肯定的回答が 90%以上 

・学校運営協議会委員のアンケートの関

連項目で、肯定的な回答８０％以上 

・学校評価アンケート結果は、８２％で次年

度の課題としていく。 
・地域の行事等へ部活動がよく参加したこと

で、主催者側から感謝されている。 
Ａ 

・講演会等において、保護者や地域の
方の参加を増やしていきたい。 

・学校家庭連絡アプリの利用を視野に
入れたい。 

 

・保護者の学校評価から一定の肯定的

な評価は得られているが、学校たよ

りやホームページを活用して広報は

しているものの、保護者に確実に届

いない現状がある。改善策として保

護者が直接見られるアプリを導入す

ることを検討していく。テンプレー

トや表示方法を小学校と合わせるこ

とで、抵抗なく使えるのではないか

と考えられる。 

・ボランティア活動については、さら

に参加できることを増やしていく。 

・教育活動の公 
 開 
 

・教育活動の公開。年２回の授業公開。
体育祭、文化祭、合唱祭への地域の
方々の参観も実施する。 

・生徒活動発表の場として、地域の行事
や取組に参加する。 

・保護者や地域の方々へ向けた学校公開

（授業、行事等）を実施できたか。 

・地域の行事や取組に参加できたか。 

・学校行事も含め学校公開は計画通り実施す
ることができ、出席者に喜んでいただくこ

とができた。 Ａ 

・学校運営協議会とも連携し、地域と

学校のつながる活動を更に１つでも

増やしていきたい。 
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＜現状＞ 
・情報端末をはじめとしたＩＣＴの活用方法につ 

 いて、担当教諭等を中心に研究を更に進め指導 

力向上に努めている。 
＜課題＞ 
・授業及び校務に ICT を活用し、教職員の指導力
向上と業務の効率化を図ること。 

・教職員の育成と学校経営・運営への参画意識を 
 高める教職員組織の活性化。 
 

・教職員の資質 

能力の向上と 

育成、教職員 

組織の活性化 

・研究推進委員を中心に、主体的・対話

的で深い学びの実現に向けた教科横断

的な学習指導の実現を図る。 

・教員相互の授業公開を通して、教師が 

 ＩＣＴの効果的な活用に取り組む。 

・教職員の研修機会として年次研修、校

務分掌に係る研修へ積極的に参加す

る。 

・すべての教員が主体的・対話的で深い
学びの実現に向けた教科横断的な学習
指導の実現を目指し、ＩＣＴを活用す
る状況になったか。 

・学校評価保護者アンケートで「教職員
の学習指導項目」で肯定的回答が
80％以上 

・教職員学校評価「授業における指導法
の創意工夫評価項目で十分満足 60％
以上 

・教職員学校評価「学校全体の調和」で
十分満足 70％以上 

・学校評価アンケート結果は、７２％となっ
たが、生徒が回答する「学びの指標」にお
いては「ＩＣＴの活用」においては、市平
均を超えることができた。 

・教職員学校評価「授業における指導法の創
意工夫評価項目で十分満足は４８％で、肯
定的回答は、９６％となり概ね良好であ
る。 

・教職員学校評価「学校全体の調和」で十分
満足は６４％で、肯定的回答は９６％とな
り概ね良好である。 

Ｂ 

・教員相互の授業公開を通して、ＩＣ 

 Ｔの効果的な活用について教職員一 

人ひとりのスキルを高める研修を行 

っていきたい。 

・研修推進委員会の組織を活性化さ 

 せ、教職員の指導力向上に努めてい 

 きたい。 

・教職員組織や校務分掌の見直しを図 

 り、教職員の育成と学校経営・運営 

への参画意識を更に高めていきたい 

 

・教職員の学校評価「授業の指導方法

の創意工夫」について肯定的な回答

が９割を超える高い評価であるの

は、生徒の学力向上や基礎学力の定

着を意識した授業を日々行っている

結果だと考える。今後も先生方の授

業力の向上を考えていかなければな

らない。 

・ICT機器の活用が生徒のプレゼン能

力、機器活用のスキルアップにつな

がっている。積極的に活用し、更な

る向上につなげてもらいたい。 

 


